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無料健康相談も行なわれました道行く､親子連れに笑顔で配布
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札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会
で

は
､
▲
O
H
の
　
｢
臓
器
移
柿
推
進

月
間
i
　
に
先
駆
け
道
腎
協
と
共
催

で
九
月
二
八
日
明
　
暗
れ
渡
っ
た

秋
空
の
下
､
北
海
道
庁
､
札
幌
市
､

北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク
､
市
立
札
幌

病
院
腎
移
柿
科
'
札
幌
ス
ノ
ー
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ー
札
幌
エ
ル
ム

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
､
北
海
道
移

析
者
協
議
会
､
北
海
道
難
病
連
の

八
同
体
と
私
達
患
者
'
家
族
五
九

名
が
参
加
し
'
大
通
公
園
一
一
丁
目

を
中
心
に
　
『
腎
提
供
者
拡
大
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
　
を
実
施
し
ま
し

た
｡
臓
器
移
植
法
が
制
定
さ
れ
て

か
ら
今
年
で
L
ハ
年
が
た
ち
ま
し
た

が
｢
脳
死
｣
に
よ
る
腎
移
植
者
が
､

全
国
で
こ
れ
ま
で
に
わ
ず
か
二
三

例
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
｡
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
参
加
者
は
'
街

行
く
人
々
や
公
園
に
憩
う
人
た
ち

に
､
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ
､
意
思
表
ホ
カ
ー
ド
を
配
布
し

な
が
ら
腎
臓
ハ
ン
ク
へ
の
登
録
と

苫
苗
心
表
示
カ
ー
ド
の
携
帯
を
お
願

い
し
､
脳
死
お
よ
び
心
臓
停
止
後

の
臓
器
提
供
に
よ
る
腎
移
楠
の
必

要
性
と
理
解
を
呼
び
か
け
ま
し

た
C
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
′
後
は
､

私
た
ち
.
障
害
者
に
も
で
き
る
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
と
り
組

み
と
し
て
'
今
年
初
め
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
皆
さ
ん
に
よ
る
公
園
周

辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
C

(
報
告
　
実
行
委
員望

=
　
悦
子
)

'+



マイクを握り市民にアピールしました

-　3　-

市民に携帯を呼ひかける

ゴミひろいも行ないました



高　能　街　中

橋　鷲　別　朋

ティッシュ･カードを笑顔で配布国会請願署名も行ないました

-　4　-

腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者

平
成
一
五
年
九
月
二
八
日
　
(
敬
称
略
)

㊥
北
海
道
庁
保
健
福
祉
部
薬
務
課

小
島
　
則
幸

㊥
札
幌
市
保
健
福
祉
局
地
域
保
健
課

服
部
　
幸
子
､
伊
藤
　
　
久

㊥
北
海
道
腎
臓
パ
ン
ク

藤
森
千
代
記
､
竹
田
　
典
世

乗
松
奈
緒
了

㊥
日
本
晴
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

古
山
亜
紀
子

㊥
市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
科

平
野
　
哲
夫
､
鳥
潟
都
志
子

㊥
札
幌
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

名
越
　
　
茂
､
前
田
　
哲
男

松

井

　

　

務

､

田

中

　

　

譲

㊥
札
幌
エ
ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

実

､

戸

接

　

　

岸

電
信
'
樋
口
　
雄
幸

昭
夫
'
横
幕
　
義
信

英
明
､
戸
谷
太
通
三

㊥
北
海
道
移
植
者
協
議
会

小
E
E
美
梓
恵
､
渡
辺
　
吉
臣

畠
中
久
被
子
､
小
笹
　
幸
彦

㊥
稲
積
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

沢
E
　
英
子

㊥
光
量
泌
尿
器
科
医
院

佐
藤
　
　
功
､
白
井
　
典
丁

㊥
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

鈴
木
　
啓
一
∴
　
村
本
　
徳
雄

金
丸
　
汗
子

㊥
札
幌
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

西
山
　
利
彦
､
倉
田
　
康
司

西
川
　
汗
叫

㊥
札
幌
北
槍
病
院

新
井
　
静
子
､
白
山
　
正
子

㊥
札
幌
兼
ク
リ
ニ
ッ
ク

仇
々
木
美
智
子

㊥
1
R
札
幌
鉄
道
病
院

斉
藤
　
栄
子

㊥
自
衛
隊
札
幌
病
院

苗
木
　
芳
一
一
■

㊥
仁
愛
会
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

磨
藤
　
好
子

㊥
仁
檎
会
病
院

横
山
　
政
夫
､
横
山
ク
ニ
コ

●

斌
'
望
月
　
悦
子

望
月
　
克
美

㊥
澄
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

人
塚
　
敦
子

⑭
桑
園
中
央
病
院

･
い
叫
情
･
.
i
_
.
;
7

⑭
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

棚
田
ま
ゆ
み

⑭
手
稲
ネ
フ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

柳
沼
　
正
■

⑭
中
野
医
院

福
脱
真
理
子

⑭
星
野
泌
尿
器
科

星
野
　
恵
子
.
吉
出
季
代
乃

⑭
マ
ロ
ニ
エ
通
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

長
谷
川
賢
二

⑪
南
一
条
病
院

I
:
巾
鯨
　
l
`
男
､
三
上
留
美
子

⑭
宮
の
森
記
念
病
院

川
村
　
隆
志
､
小
樽
由
紀
点

小

樽

　

　

直

⑭
渡
井
医
院

.

E

滞

　

　

性

●



障害福祉課を訪問し話し合う鈴木会長(右)

腎臓病部会での医療講演の様子

札
幌
市
役
所
訪
問

七
月
三
l
 
H
f
I
　
札
幌
市
保
健

福
祉
局
保
健
福
祉
部
の
障
害
福
祉

課
へ
鈴
木
会
長
と
柳
沼
事
摘
局
k

で
訪
問
し
ま
し
た
｡

障
害
福
祉
課
で
は
大
沼
課
長
と

小
川
係
兵
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
｡

今
回
は
平
成
､
五
年
度
定
期
総

会
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
お
礼
や
､

凶
日
か
ら
の
山
動
巾
燃
料
助
成
券

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
し
.
A
′
後

に
於
い
て
も
､
患
者
の
高
齢
化
や

良
期
透
析
で
の
合
併
花
に
よ
る
歩

行
障
乍
=
が
E
=
加
し
て
い
る
現
状
を

訴
え
､
透
析
患
者
の
通
院
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
C

又
､
北
_
左
役
所
の
身
障
瀦
窓
口

が
`
階
の
奥
に
あ
り
､
会
R
H
か
ら

の
苦
情
が
あ
っ
た
事
を
お
話
し
､

善
処
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し

て
来
ま
し
た
｡

E
Z
.
地
域
保
健
課
に
は
腎
提
供

街
頭
キ
ヤ
ン
へ
-
,
/
の
支
援
以
来

と
啓
蒙
枯
動
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
致
し
ま
し
た
｡

今
後
に
於
い
て
も
､
幹
笥
会
等

を
通
し
会
員
皆
様
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
ま
と
め
.
札
幌
巾
と
詳
し

ム
〓
｢
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
っ

(
柳
沼
事
務
局
長
)

_

　

　

　

●

f
f
a
r
E
 
I
I
 
-
i
,
.
.
過
朋
嗣

平
城
一
ム
年
八
月
　
■
日
※
､
札

幌
巾
の
か
で
る
2
:
-
に
於
い
て

三
〇
周
年
記
念
全
体
集
会
が
開
催

さ
れ
､
札
幌
腎
友
会
か
ら
も
L
t
名

参
加
い
た
し
ま
し
た
｡
集
会
に
先

だ
ち
､
歌
唱
指
導
で
会
場
み
ん
な

で
歌
を
合
唱
し
て
､
身
体
を
ほ
ぐ

し
て
本
題
に
入
り
ま
し
た
U
　
黙
と

う
､
半
俳
者
の
あ
い
さ
つ
､
患
者
･

家
族
の
訴
え
　
｢
筋
無
力
症
の
妻
と

の
三
l
L
F
年
｣
　
と
　
｢
家
族
と
し
て
医

療
者
に
訴
え
た
い
こ
と
｣
　
が
発
表

さ
れ
'
特
に
来
賓
吉
に
も
ま
だ
ま

だ
､
問
題
の
多
い
こ
と
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
｡
こ
の
難
病
連
全
道
集

会
に
は
毎
叫
大
勢
の
同
会
議
=
H
:
午

追
･
市
議
会
議
員
が
駆
け
つ
け
挨

拶
さ
れ
ま
す
｡
私
た
ち
の
･
L
が
と

と
く
き
｢
.
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
D基

調
報
告
が
終
了
し
記
念
講
演

が
あ
り
､
北
海
道
A
H
唱
出
に
よ
る

d
=
唱
　
r
襟
裳
の
森
の
物
語
｣
　
他
六

曲
が
演
奏
さ
れ
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
た
.
三
日
≠
､
腎
臓
病
部
会

で
は
例
本
病
院
3
5
1
師
､
北
海
道
移

析
者
協
議
会
会
氏
･
松
浦
信
怖
先

生
に
よ
る
一
腎
移
植
の
現
実
｣
　
に

つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
説
明
が
行
わ
れ

品
1
7
山
の
状
況
5
･
叶
を
聞
V
こ
と
が
〓

来
ま
し
た
｡
(
柳
沼
事
務
吊
氏
)



こっちの豚汁がおいしいよ色水お玉リレー

九
月
ヒ
日
仙
炊
事
遠
足
が
ス
タ

ー
ト
し
た
o
　
八
四
什
戒
か
ら
九
歳
の

幼
児
ま
で
l
■
阿
施
設
と
個
人
会
n
n

が
参
加
ー
一
九
一
二
名
ー
平
成
に
入

っ
て
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
し

た
｡
十
時
三
〇
分
鈴
木
会
長
の
挨

拶
､
実
行
委
日
日
(
良
の
説
明
が
あ

り
'
特
に
今
回
は
小
で
の
来
場
も

多
数
あ
り
　
｢
道
交
法
も
変
わ
り
ま

し
た
｡
札
幌
腎
友
会
と
し
て
ア
ル

コ
ー
ル
は
提
供
し
ま
せ
ん
｣
　
と
話

が
進
む
や
､
皆
さ
ん
か
ら
大
き
く

拍
ト
を
頂
き
ま
し
た
じ
　
二
時
､

六
朗
が
そ
れ
ぞ
れ
に
豚
汁
と
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
の
調
理
を
始
め
る
.
戻

を
臓
す
人
ー
肉
､
野
菜
を
切
る
人
､

か
ま
ど
を
作
る
人
'
班
の
席
を
つ

く
る
人
'
そ
れ
を
た
だ
見
て
る

人
､
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
げ

で
あ
る
C
　
い
よ
い
よ
食
事
だ
､
皆

食
欲
旺
盛
で
す
｡
　
二
時
■
一
C
.
分

ほ
ど
で
ほ
と
ん
ど
の
班
が
食
後
の

デ
ザ
ー
ト
す
い
か
を
美
味
-
ト
と



汝祭事遠足

輝<シャボン玉と少女

薗曹駒電藍

ヒンコゲーム

ありや､まだ焼けてないのに

ボランティアで協力してくれた学生の皆さん

た
い
ら
げ
､
ま
だ
時
間
が
あ
る
の

た
が
､
後
始
末
を
始
め
る
班
も
｡
t

時
三
〇
分
待
望
の
ゲ
ー
ム
が
始
ま

る
0
歳
初
は
団
体
戦
､
色
水
お
モ
リ

レ
ー
に
､
一
作
～
l
　
位
を
か
け
て

全
‥
R
r
が
お
七
を
持
っ
て
何
度
も
走

る
く
､
ガ
ン
バ
レ
､
こ
っ
ち
も
一

喜
一
憂
し
た
｡
個
人
戦
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
が
す
ぐ
に
続
い
た
C
　
本
臼

の
ラ
ッ
キ
ー
な
人
二
〇
名
を
選
ぶ
｡

入
賞
し
な
か
っ
た
人
は
参
加
賞
を

も
ら
い
終
了
し
た
〇
　
二
時
三
〇
分

ナ

p

W･
巨
木
副
会
良
の
閉
会
の
挨
拶
で
参

加
者
へ
の
お
礼
と
実
行
委
員
へ
の

労
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
o
尚
､
今
回

は
車
イ
ス
の
方
の
参
加
も
あ
り
､

荷
物
を
運
ぶ
役
員
の
体
力
的
お
と

ろ
え
も
あ
る
こ
と
か
ら
､
初
め
て

の
試
み
と
し
て
学
斗
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
o

(
報
告
　
実
行
委
員
良

中
村
　
老
公
)

(
勤
医
協
中
央
病
院
)



岩詑　二男･庄野　一一一男

中村　喜公･棚Efjまゆみ

石井　典子

村本　槽重任

巨木　石工

坂川　脇良

新‡こ　静子

≡.こ~ヰ　て/

1rL:ヰ　　11

呼[治　正一

吉日]李代乃

高橋　看好

河野　恒雄

仲山千鶴子

ll_同lE Ej･侶‡二　村1庄

高柳　昌一･意EB　泰司

中嶋　一大･高橋　卓皇子

木子キ　薫男･原EE]孝子

三上留美子･大塚　空色子

望Fj J悦子･大野　山昭

需藤　好子･岡田　順子

工藤　うみ･本EB　　敏

議長に庄野一男氏

出
席
者
　
二
二
も(

委
任
状
一
四
名
)

議

　

長

　

庄

野

一

男(
件
藤
医
院
)

1

 

'

報

告

事

項

j

什
　
市
役
所
訪
問
報
パ
リ

甘
　
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
利
用
券
販
売

結
果
報
告

別
掲
の
と
お
り
で
す
｡
総
会

で
承
認
さ
れ
た
と
お
り
還
九
金

は
事
業
収
入
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
U

は
　
炊
事
遠
足
靴
告

会
場
の
確
保
･
実
行
委
員
の

仕
掬
等
の
問
題
提
起
｡

廿
　
腎
捉
供
者
の
拡
大
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
報
告

(
.
6
　
難
的
連
全
通
集
会
　
(
性
癖
講

演
会
)
　
の
報
告

E
t
　
機
関
誌
　
｢
生
き
る
仲
間
｣
　
に

つ
い
て

以
上
の
項
R
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
､
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

(

　

討

　

議

事

　

項

ノ

)

●

つ
い
て

札
幌
は
二
万
名
の
署
名
H

標
D
　
我
々
会
活
動
の
頗
抑
と
な

る
運
動
で
す
o
　
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
｡

･
≠
一
一
〇
周
年
記
念
事
業に

つ
い
て

名
称
一
札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の

会
結
成
二
〇
周
叫
記
念

の
集
い
｣

日
時
　
平
成
　
六
年
一
〇
月
】

｣
H
I
午
後
`
二
時
よ

h
り
一

会
場
　
ホ
テ
ル
K
K
R
札
幌

以
上
に
つ
い
て
提
案
､
了
承

さ
れ
ま
し
た
o

≠
迫
腎
協
(
ブ
｡
ツ
飯
寧

仙
修
会
)
　
U
月
一
六
∩
=
研

帽
へ
ぷ

テ
ー
マ
｢
へ
ん
:
;
拡
大
に
つ
い
て

施
設
師
事
に
も
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
o

止
〃
飾
り
販
売
に
つ
い
て

例
年
ど
お
り
お
願
い
し
ま
す
)

文
化
･
･
父
流
L
拍
動
　
(
ボ
ウ
リ

ン
グ
入
会
)
　
に
つ
い
て

l
月
実
行
委
=
貝
会
開
催

二
月
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

幹
事
新
年
会
に
つ
い
て

事
楕
局
　
任
と
な
り
ま
し
た
D



了夏:':L

肥
　
タ
ク
シ
ー
業
非
･
N
P
C
･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
お
け
る

共
同
事
業
　
(
鮎
申
セ
ン
タ
ー
一

本
化
)昨

年
札
幌
巾
で
国
土
･
父
通
告

に
よ
る
　
｢
S
T
s
実
証
実
験
｣

が
お
こ
な
わ
れ
'
共
同
の
配
車

セ
ン
タ
ー
の
設
置
､
タ
ク
シ
ー

事
業
者
と
N
p
O
事
業
者
の
位

筒
づ
け
に
つ
い
て
実
験
を
行
い

ま
し
た
D

そ
の
後
､
本
格
的
な
配
卓
セ

ン
タ
ー
設
立
に
向
け
､
タ
ク
シ

●

N
P
O
･
学
識
経

験
者
･
当
事
者
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
･
行
政
な
ど
で
.
第
l

回
協
議
会
を
開
催
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
o

札
幌
腎
友
会
は
利
用
者
の
立

場
で
愚
見
を
述
べ
て
い
き
ま

す
｡
(
s
T
s
　
個
別
の
移
送

シ
ス
テ
ム
)

叫
　
そ
の
他

･
臓
詣
移
植
の
普
及
に
か
か
わ

る
出
会
請
願
署
名
結
果
報
告

｡
会
引
よ
り
､
お
金
は
郵
便
払

込
取
扱
票
で
必
ず
振
り
込
み

卜
さ
い
｡

〓
全
腎
協
発
行
　
｢
歩
み
と
ど
ま

ら
ず
｣
　
を
定
価
一
五
〇
〇
H

で
販
売
致
し
ま
す
り

‥

討

　

論

　

会

ノ＼＼

第
`
回
の
K
l
法
テ
ー
マ
　
｢
会

員
拡
人
に
つ
い
て
)
　
の
結
果
を
み

て
､
第
二
凹
を
一
病
院
ス
タ
ッ
フ

と
の
協
調
｣
　
に
し
て
み
な
さ
ん
に

考
え
て
頂
く
つ
も
り
で
し
た
が
､

+
.

殻
で
の
問
題
点
や
各
幹
事
さ
ん
の

思
い
､
考
え
ー
限
り
組
み
方
な
ど

等
､
そ
れ
そ
れ
が
会
員
拡
人
に
つ

な
げ
よ
う
と
激
論
と
成
り
'
問
題

が
飛
び
交
い
ま
し
た
｡

今
回
幹
事
の
み
な
さ
ん
が
述
べ

ら
れ
た
､
多
く
の
事
柄
を
無
駄
に

し
な
い
よ
う
取
り
ま
と
め
整
理
致

し
ま
す
o

A
′
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の
解

決
策
を
兄
い
だ
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
o

《
お
詫
び
と
訂
正
》

前
号
〝
臨
時
七
=
1
;
″
第
■
回

幹
事
会
報
告
に
於
て
､
福
原

幹
事
　
(
中
野
医
院
)
　
の
札
幌

腎
友
会
の
三
〇
周
年
記
念
事

業
ま
た
､
患
者
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
事
務
局
と
芥
幹

事
と
の
意
見
交
換
に
関
す
る

発
言
で
､
そ
の
内
容
に
主
旨

と
異
な
る
部
分
が
有
り
ま
し

た
の
で
､
お
詫
び
し
以
下
の

と
お
り
訂
正
致
し
ま
す
o

｢
お
互
い
大
切
に
し
た
い

点
(
た
と
え
ば
『
○
○
が
あ
れ

ば
身
体
の
不
自
由
な
会
員
に

役
立
つ
こ
と
が
あ
る
の
で
○

○
を
作
っ
て
は
ど
う
か
』
な

ど
)
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
､
議

論
す
る
と
良
い
と
思
う
｡
大

切
に
す
る
点
が
明
ら
か
に
な

れ
ば
､
い
ま
ま
で
の
も
の
の

良
い
点
も
見
え
､
新
し
く
取

り
入
れ
る
貞
変
え
る
べ
き
点

も
は
っ
き
り
し
'
建
設
的
な

意
見
交
換
が
で
き
､
会
と
し

て
現
時
点
で
､
ど
の
よ
う
な

取
組
み
方
や
､
形
に
し

け
る
か
が
ス
ム
ー
ズ
に

て
く
る
よ
う
に
思
い
ま



臓器移植の普及にかかわる国会請願結果報告

施　　設　　名　　　　署　名　数

石　川　泌　尿　旨旨　科

稲積公園駅L〕lJクリニック

い　　の　　け　　医　　院

H･N･メ　デ　ィ　ッ　ク

N T T東口本札幌病院

小笠原クリニック札幌病院

小笠原クリニック付鶴外来プラザ

幌　北　倫　病　院

仏二　　　藤　　　医　　　院

樹　　全　　病　　院

J R　札幌鉄道病　院

rh　立　札　幌　娘　院

仁愛会外科クリニック

｣新札幌循_環岩旨蛸院

(平成15年度)

施設名 傚�X��B�

仁檎全病院 �3S��
!澄腎クリニック 鐙*C窒��

桑幽中央病院 �����

田島クリ~ニック 鼎宝��c��

手稲渓仁会病院 

手稲ネフ占クリニック �%����3S��

ていねl必媒昔旨科 

中野医院 ��ｨ*C��

広田医院 �3��

保坂内科クリニック �#��

星野泌尿器科 滴�ｲ��

北光記念病院 姪����

●　こ協)Jあ｡がとうございましたu (募純勤はおこなってお｡ません)

ビアガーデン利用券販売結果報告
(平成15年度)

難病連からの還元金(50, 000rTl)は札幌腎友会の事業収入とさせていただきました｡

ご協力ありがとうございましたo
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各地の仲間と帰路､祝津海岸にて(左が吉田さん)

金
華
混
馨
触
丑
師
仙
鎧

～
未
来
は
自
分
達
で
割
り
出
す
～吉

　
田
　
季
代
乃

(
星
野
泌
尿
器
科
)

八
日
一
一
〇
～
二
一
日
､
赤
井
川

ヤ
マ
ハ
キ
ロ
U
り
ソ
ー
ト
に
お
い

て
　
｢
全
腎
協
青
年
交
流
集
会
,
m
n
北

海
道
～
未
来
は
臼
分
速
で
創
り
出

す
.
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
o
　
全
国

各
地
か
ら
l
五
一
名
の
青
年
患
者

が
集
ま
り
ま
し
た
o

当
日
キ
ロ
ロ
は
雲
T
つ
な
い
快

晴
で
全
E
の
み
な
さ
ん
に
は
､
た

っ
ぷ
り
北
海
道
ら
し
さ
を
消
喫
し

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
｡

l
 
U
R
は
パ
ネ
ル
デ
ナ
ス
カ
ツ

シ
ョ
ン
形
式
の
討
論
会
を
開
催
し

ま
し
た
o
　
討
論
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
､
事
前
に
参
加
者
の
み
な

さ
ん
に
青
年
跳
活
動
報
出
口
苦
を
捉

山
し
て
も
ら
い
､
そ
の
資
料
を
も

と
に
`
h
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
青
t
<
+

部
活
動
･
青
年
患
者
の
山
立
の
覇

要
件
･
,
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

た
腎
友
会
活
動
･
詩
集
を
出
版
し

た
お
許
･
c
A
p
D
の
事
情
に
つ

い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
｡
ま
た
､
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
油
井
全
腎
協
会
長
･
鈴
木
追
腎

協
相
談
役
　
(
札
幌
腎
友
会
会
長
)
･

稲
田
島
根
県
腎
協
会
も
輝
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
｡

今
回
の
討
論
会
で
結
論
が
で
る

よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
､
八
′
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
医
療
制
度
の
中

で
､
青
年
層
の
パ
ワ
ー
で
腎
友
会

活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
｡

二
日
E
H
は
そ
れ
ぞ
れ
選
択
し
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
み
ま

し
た
｡
パ
ノ
ラ
マ
ゴ
ン
ド
ラ
･
陶

芸
･
く
ら
ふ
と
工
房
と
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
が
､
青
叫
部
塚
本
副

部
長
の
農
園
で
什
っ
た
じ
ゃ
が
い

も
を
甲
兄
山
に
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

は
一
番
人
気
が
あ
り
ま
し
た
o

A
′
何
の
交
流
集
会
に
む
け
て
道

腎
協
育
叫
部
で
は
　
年
前
か
ら
実

行
委
員
会
を
作
っ
て
､
仝
腎
協
と

連
絡
を
と
り
あ
い
な
が
ら
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
｡

広
い
北
海
道
で
集
ま
る
の
も
人

変
で
し
た
が
､
企
両
の
検
討
や
ス

ケ
ジ
コ
ー
ル
の
作
成
･
下
見
等
､

み
ん
な
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
'
青
年
部
の
団
結
力
も
深

ま
っ
た
気
が
し
ま
す
｡

実
行
委
員
と
し
て
こ
の
交
流
集

会
に
参
加
し
て
'
数
々
の
ハ
プ
ニ

ン
グ
や
失
敗
が
あ
り
ま
し
た
が
､

自
分
に
と
っ
て
大
変
勉
強
に
な
る

体
験
ば
か
り
で
し
た
｡
そ
れ
を
人
′

後
の
腎
友
会
活
動
･
肖
年
部
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
｡

今
後
の
青
叫
部
の
捕
動
は
'
l

▲
月
に
勉
強
会
へ
　
来
年
一
人
目
に
交

流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
D
　
そ
の

他
に
も
.
も
ち
ろ
ん
追
腎
協
や
札

幌
腎
友
会
の
砧
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
行
く
予
定
で
す
｡
青
年
部

に
興
味
の
あ
る
方
は
何
時
で
も
ご

連
結
く
だ
さ
い
.
四
九
歳
ま
で
の

札
幌
腎
友
全
会
員
の
か
た
な
ら
ど

な
た
で
も
入
部
で
き
ま
す
o

【
青
年
部
H
P
】

h

匡

3

い

畳

d

o

｣
店
k
)
,
o
J



日日･.･････-日日･･････ 《ひろば》 ･･--･日日･･----

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

こ
の
度
'
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
の
原
稿
依
頼
を
受
け
'
何
か

ら
ど
う
書
い
た
ら
良
い
の
か
頭
を

悩
ま
し
て
い
ま
し
た
C
　
私
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
平
成
五
年
か
ら
始
ま

っ
た
と
言
え
ま
す
｡
教
職
斗
満
を

定
年
退
職
し
､
平
知
管
内
か
ら
手

稲
区
前
出
の
緑
苑
町
内
の
現
山
地

し

T

"

吋

]

･

を
終
の
住
処
と
決
め
越
し
て
来
た

四
～
五
日
後
に
叫
<
;
会
総
会
が
あ

り
州
席
し
た
所
ー
会
丘
か
ら
一
人

野
さ
ん
に
は
副
会
長
を
お
願
い
し

ま
す
.
｣
　
と
1
1
1
=
わ
れ
ー
ま
だ
叫
内

の
由
も
束
も
何
も
知
ら
ぬ
ま
ま
総

会
で
副
会
良
に
推
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
｡
こ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
始
ま
り
の
一
つ
で
あ
り
､
当
時

六
`
h
O
戸
　
(
現
存
七
〇
〇
戸
)
　
の

町
内
会
の
副
会
長
三
名
の
一
人
と

し
て
､
｢
倖
み
よ
い
明
る
い
町
内

会
｣
　
を
モ
ッ
ト
ー
に
役
員
と
し
て

の
活
動
が
開
始
さ
れ
'
以
束
､
副

会
艮
五
年
'
会
長
四
年
､
そ
の
間
'

連
ム
〓
町
内
会
理
事
､
副
会
長
も
兼

務
し
て
の
九
年
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
｡
町
内
会
諸
行
事
を
始

め
環
境
衛
生
問
題
､
防
火
防
犯
､

除
排
雪
の
問
題
な
ど
役
員
､
会
員

の
協
力
を
得
て
有
意
義
な
九
年
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
｡
も
う

一
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
成
ム

年
二
l
月
1
日
付
で
保
護
司
と
し

て
委
y
f
稲
蛋
員
｡
｡
名
)

さ
れ
､
罪
を
犯
し
た
少
年
や
成
人

の
更
生
の
手
助
け
を
す
る
事
に
な

り
'
以
来
現
在
ま
で
一
　
年
に
な

り
ま
す
｡
身
分
は
非
常
勤
国
家
公

務
員
で
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
が

あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
描
動

で
す
D
　
少
年
の
場
ム
日
は
'
家
庭
裁

判
所
の
葬
制
を
受
け
保
護
観
察
処

分
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
保
護
観

察
所
の
監
督
指
導
の
下
に
対
象
者

の
指
導
の
た
め
に
毎
月
の
往
訪

(
家
庭
訪
問
)
　
や
来
訪
　
(
対
秦
者

が
保
護
司
宅
へ
来
る
)
　
で
生
活
に

つ
い
て
の
様
子
を
聞
い
た
り
'
J
l

度
と
非
行
犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
指
導
を
し
た
り
励
ま
し
た
り

し
て
い
ま
す
｡
又
'
審
判
の
結
栄
､

少
年
院
に
行
く
者
も
お
り
､
時
に

は
面
会
に
行
っ
た
り
､
手
紙
で
励

ま
し
た
り
'
仮
退
院
し
て
自
宅
に

帰
っ
て
来
た
場
合
､
保
護
観
察
期

間
が
終
了
す
る
ま
で
､
往
訪
'
来

訪
で
励
ま
し
'
成
人
の
勘
合
も
刑

務
所
か
ら
仮
出
所
し
て
刑
期
終
了

'

　

　

　

+

合
ー
獅
+
1
期
間
終
了
口
ま
で
往

訪
'
来
訪
を
毎
日
実
施
し
ま
す
｡

そ
の
他
､
年
四
回
.
担
r
監
察
何

と
保
護
司
の
研
修
会
､
そ
の
他
､

観
察
所
招
集
の
研
修
会
や
各
地
区

毎
に
.
犯
罪
を
無
く
し
明
る
い
社

会
を
｣
　
目
指
す
集
会
､
巾
学
校
区

健
全
育
城
協
議
会
と
協
賛
で
　
｢
公

開
ケ
ー
ス
研
究
会
｣
　
を
開
催
し
ー

非
行
を
起
こ
し
た
原
因
は
何
か
､

立
ち
直
り
の
た
め
に
地
域
'
学

校
､
家
庭
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行

く
か
等
を
手
稲
区
役
所
､
p
T

A
､
更
生
保
護
女
性
会
や
関
係
諸

機
関
と
の
連
携
を
図
っ
た
り
し
て

い
ま
す
D

こ
の
様
な
中
で
三
年
前
シ
ャ
ン

ト
手
術
を
受
け
咋
叫
二
月
か
ら
透

析
開
始
と
な
り
ま
し
た
が
､
大
き

な
行
事
と
透
析
口
が
重
な
る
時
に

は
先
生
方
や
ス
タ
リ
フ
の
方
達
の

ご
協
力
を
頂
き
透
析
口
を
変
更
し

て
頂
い
た
り
､
透
析
後
の
夜
に
対

象
者
と
面
接
を
し
て
〃
事
を
こ
な

し
て
い
ま
す
o
　
透
析
を
し
な
が
ら



日日･l･･････日日-･････ 《ひろぽ》 -･･日日日日日日･････

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
ま

で
に
な
っ
た
皐
に
先
年
方
や
ス
タ

ッ
フ
の
摂
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
o

今
叫
､
初
め
て
幹
事
と
し
て
腎

友
会
総
会
､
幹
事
会
に
刑
席
し
､

+

　

　

　

　

.

目
の
前
に
し
て
､
頭
の
下
が
る
思

い
が
致
し
ま
し
た
｡
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ー
私
の
拙
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
端
と
さ
せ
て

傾
き
ま
す
o

五
〇
〇
〇
時
間
の
過
ご
し
方

今
年
の
六
月
で
､
透
析
導
入
し

て
l
一
`
年
目
に
入
り
ま
し
た
｡

そ
れ
を
時
間
に
直
す
と
､
五
c

c
〇
時
間
以
上
に
も
な
り
ま
す
｡

そ
の
､
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
埋
め

て
く
れ
た
の
が
　
｢
本
｣
　
で
し
た
C

本
好
き
は
､
父
親
譲
り
で
す
じ
　
家

に
は
､
父
の
'
今
は
遺
品
と
な
っ

た
本
が
多
く
あ
り
ま
す
｡
∩
本
･

世
界
･
中
凶
文
学
全
集
､
詩
歌
の
全

集
な
ど
々
-
-
-
子
供
の
l
L
=
ハ
か
ら

本
を
身
近
に
し
て
台
ち
ま
し
た
C

好
き
な
の
は
'
時
代
小
説
へ
　
藤

沢
周
平
や
池
波
正
太
郎
で
す
っ
　
特

に
､
藤
沢
周
平
の
時
代
小
説
は
本

屋
で
､
読
ん
で
な
い
の
を
見
つ
け

る
と
ま
と
め
て
買
っ
て
来
ま
す
｡

今
現
任
､
本
屋
に
あ
る
藤
沢
周
平

の
本
で
読
ん
で
な
い
も
の
は
な
い

と
思
い
ま
す
C
　
ど
う
し
て
そ
ん
な

に
好
き
か
と
い
う
と
､
作
目
u
u
全
体

に
あ
ふ
れ
出
て
い
る
､
作
家
白
身

の
や
さ
し
さ
と
､
読
ん
だ
あ
と
の

清
涼
感
で
す
C
　
こ
の
藤
沢
周
半
の

●

も
読
ん
だ
の
が
隠
し
剣
シ
リ
ー
ズ

と
山
伏
春
秋
｡
短
編
で
'
い
ろ
ん

な
隠
し
剣
が
､
l
作
､
■
作
､
肘

て
来
ま
す
っ
　
隠
し
剣
の
仙
い
千
の

中
に
は
'
女
作
や
､
ち
ょ
っ
と
ボ

ケ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
な
ど
も
い
ま

す
｡
し
け
合
い
の
描
写
が
具
体
的
で

精
妙
か
つ
端
正
で
､
お
も
し
ろ
い

で
す
｡
今
､
N
H
K
で
や
っ
て
い

る
の
も
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
l

作
だ
と
思
い
ま
す
o
　
池
波
1
i
t
j
E
太
郎

は
､
剣
客
商
売
が
最
高
に
お
も
し

ろ
い
｡
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
､
番
外

編
ま
で
数
え
る
と
'
全
部
で
一
九

巻
あ
り
ま
す
が
､
そ
の
何
倍
も
お

も
し
ろ
い
｡
練
り
返
し
て
読
む
た

び
に
､
新
し
い
何
か
を
発
見
出
来

る
小
説
で
す
o
　
ス
ト
ー
リ
ー
の
お

も
し
ろ
さ
'
立
ち
合
い
の
お
も
し

ろ
さ
､
登
場
人
物
の
お
も
し
ろ

さ
､
江
戸
時
代
の
季
節
感
｡
池
波

正
太
郎
と
い
え
ば
文
中
に
よ
く
食

べ
物
が
出
て
来
ま
す
C
　
そ
う
い
う

所
に
よ
く
季
節
感
が
出
て
い
て
文

中
で
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
が
わ

か
り
ま
す
｡
こ
れ
は
'
池
波
什
太

郎
な
ら
で
は
で
す
o
　
こ
の
本
に
出

合
っ
て
か
ら
何
回
も
読
み
か
え

し
､
私
の
頭
の
中
は
し
ば
ら
く
の

間
江
戸
時
代
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
｡

藤
沢
周
平
も
､
池
波
什
太
郎

も
ー
今
は
も
う
･
し
き
人
で
す
.
池

波
正
太
郎
は
'
剣
客
商
売
の
､
上
人

公
の
係
の
物
語
を
書
こ
う
と
思
っ

て
た
そ
う
で
'
そ
れ
が
実
現
で
き

な
か
っ
た
事
は
私
に
と
っ
て
も
ー

残
念
な
こ
と
で
す
｡

そ
し
て
'
私
が
'
本
が
好
き
な

事
で
､
少
し
は
透
析
の
時
間
も
楽

に
過
ご
せ
て
こ
れ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
o
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懇

　

親

　

会

開
　
催
-
･

友
の
会
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

さ
る
一
〇
月
九
日
午
後
六
時
か

ら
､
市
内
メ
ル
パ
ル
ク
で
､
渡
井
医

院
の
患
者
･
家
族
と
院
長
お
よ
び

ス
タ
ッ
フ
ら
三
〇
名
が
参
加
し
て

恒
例
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
｡

は
じ
め
に
'
渡
井
幾
男
院
長
か

ら
､
腎
臓
移
植
の
現
状
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
｡
北
海
道
で
も
一

〇
〇
二
年
に
は
三
五
什
移
植
さ
れ

て
い
る
.
ま
だ
ま
だ
､
ア
メ
リ
カ

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
る
と
､
か

な
り
少
な
い
が
､
移
植
に
と
も
な

う
拒
絶
反
応
も
治
療
薬
の
改
善

で
､
か
な
り
良
く
な
っ
て
い
る
o

l
カ
ー
人
⊥
透
析
の
技
術
も
臼

鴬
ま
し
い
も
の
が
り
ー
ダ
イ
ア
ラ

イ
サ
ー
ひ
と
つ
放
っ
て
も
.
そ
の

性
能
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
｡

い
ま
ま
で
も
､
医
院
側
と
患
者

お
よ
び
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-
シ

r
T
l
,
/
を
図
っ
て
き
た
が
ー
こ
れ
か

ら
も
､
よ
り
l
層
懇
視
会
な
ど
を

通
し
て
深
め
た
い
と
言
わ
れ
た
｡

院
長
の
許
の
後
､
会
食
に
移
り

医
院
側
と
患
者
た
ち
ら
は
､
和
気

あ
い
あ
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
｡
谷
川
看
護
帥
ら
に
よ
る
ア
ン

デ
ス
苦
楽
の
演
奏
も
あ
っ
て
'
懇

親
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
終
わ

っ
た
鵬
あ
る
o
(
蓮
　
華

九
月
l
　
八
日
州
秋
晴
れ
の
好
天

に
恵
ま
れ
､
私
達
の
札
幌
北
ク
リ

ニ
ッ
ク
恒
例
の
ボ
ー
リ
ン
グ
入
会

で
す
o
　
域
所
は
札
幌
駅
北
口
に
あ

る
テ
イ
セ
ン
ボ
ー
ル
で
す
C
　
会
員

と
家
族
'
ス
タ
ッ
フ
､
そ
し
て
病
院

の
理
事
長
先
生
も
出
席
し
て
く
だ

さ
り
､
■
六
名
の
参
加
で
.
1
時

よ
り
一
一
時
迄
一
`
ゲ
ー
ム
で
結
果

を
競
う
卓
に
な
り
ま
し
た
o
　
皆
さ

ん
赫
院
で
の
パ
ジ
ャ
マ
姿
か
ら
は

想
像
も
出
束
な
い
は
ど
元
気
な
笑

顔
で
や
る
気
満
々
で
す
じ
　
押
串
良

先
生
の
兄
事
な
始
球
式
で
い
よ
い

よ
開
始
｡
あ
ち
こ
ち
で
ス
ト
ラ
イ

ク
連
発
し
て
飛
び
跳
ね
る
人
o
　
ガ

-
タ
で
人
笑
い
す
る
人
｡
一
段
ず

っ
て
い
ね
い
に
投
げ
る
人
.
後
ろ

の
力
で
は
友
の
会
の
役
員
さ
ん
達

の
大
応
援
で
日
E
剛
の
う
さ
を
晴
ら

し
て
大
満
足
で
す
.
終
7
後
お
食

卓
の
席
で
､
結
果
発
表
､
ト
ロ
フ
ィ

-
授
J
i
J
,
'
拍
手
々
で
楽
し
い
､
日

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
｡
私

や
で
す
が
成
績
は
問
題
外
で
身
体

の
調
子
の
良
い
限
り
は
､
皆
さ
ん

の
お
顔
を
拝
見
し
て
汀
を
流
す
皐

に
大
変
滴
足
し
て
お
り
ま
す
(
　
札

幌
腎
友
会
で
も
　
■
日
に
ポ
ー
リ
､
/

グ
入
会
が
あ
り
ま
す
｡
又
山
掛
け

て
参
加
す
る
事
に
意
義
あ
り
と
思

っ
て
い
ま
す
D
　
(
･
z
f
幅
　
幹
子
)
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#
･
>
L･

㌔
上
■
北
､
.
:
.
.
I
:
I
.
一
三片

　

桐

　

俺

　

｢

ー
代
､
　
-
代
の
頃
､
満
収

が
嫌
い
だ
[
た
C
　
メ
ロ
一
う
†
-

カ

リ

ス

ミ

カ

ル

で

な

く

､

切

々

と
し
た
歌
川
が
へ
[
ト
｣
目
礼
り

り
/
＼
よ
う
J
L
,
J
､
た
ま
L
J
な
く
嫌

だ
｢
た
｡

人
乍
川
隼
小
S
晩
秋
､
ず
｣

と
思
い
を
1
-
干
せ
て
い
た
人
が
入

院
し
た
と
例
い
て
'
お
札
舞
い

に
h
r
た
｡
彼
は
ユ
ー
三
､
/
の

人
ソ
丁
､
/
な
S
で
､
私
は
雅
人

両
得
S
ユ
ー
三
､
/
S
L
L
レ
コ

ー
ド
ー
卜
二
日
の
山
.
を
E
J

て
L
;
つ
た
o

｢
北
の
帖
か
ら
一
が
今
`
林

好
き
だ
と
彼
は
l
J
つ
た
C
　
古
=
ん

で
く
れ
る
と
-
E
:
心
｢
て
い
た
た
け

に
､
㍍
す
か
し
さ
れ
た
よ
っ
て

ひ
と
く
′
八
=
桁
ち
し
て
し
ま
[
た
)

す
L
,
｢
北
の
爪
か
.
i
T
J
を
…
H
｢

て
仰
い
た
〔
　
好
き
な
人
が
好
き

な
曲
､
た
た
そ
れ
た
け
で
好
き

に
な
J
た
､
女
心
と
か
木
組
し
｣

か
自
分
･
L
M
州
紬
と
J
E
心
い
り
｢
ー

あ
と
か
ら
あ
と
か
.
r
d
州
が
二
ほ

れ
た
｡
初
め
て
好
き
に
な
｢
た

捕
歌
た
っ
た
o

[
触
近
　
｢
入
関
力
も
.
躾
･
翁
が

や
　
に
つ
い
て
よ
く
i
L
h
え
る
｡

媒
翁
と
は
H
､
中
州
北
力
の
辺

境
に
〓
ん
で
い
た
と
人
で
､
ソ
■
L
J

い
糾
鮎
が
持
L
.
 
1
E
T
を
め
く
リ
L
J

転
々
と
変
わ
つ
た
と
い
う
椴
小

か
ら
'
人
間
の
幸
不
1
 
1
Y
や
迎
命

は
ぶ
り
知
れ
な
い
と
教
え
て
く

才
~
て
い
る
r

付
か
に
､
L
期
せ
山
川
来
小

は
よ
ノ
＼
起
こ
り
ー
つ
る
r
.
'
L
州
せ

(
清
田
泌
尿
器
科
)

ぬ
I
i
せ
は
い
い
が
､
小
㌧
-
せ
は

困
る
　
と
こ
ろ
が
､
十
せ
か
.
;

小
キ
セ
が
1
ま
オ
~
る
こ
し
｣
も
あ

オ
~
ほ
'
小
･
=
･
せ
か
1
.
[
1
去
れ
る

･
=
-
せ
も
あ
る
し

退
机
は
小
姓
3
始
ま
り
た
と

し
て
も
'
そ
れ
と
向
き
t
う
中

で
､
什
き
て
い
る
こ
し
｣
そ
れ
∩

休
に
点
味
か
あ
る
と
も
つ
け
た

な
ら
.
た
た
そ
れ
た
け
で
'
人

1
の
榊
別
鰯
を
丁
に
入
れ
た
よ

う
L
J
も
3
た

r
あ
な
た
せ
れ
り
ほ
な
い
て

･
T
T
力
　
〓
こ
し
｣
i
Y
,
さ
が
｢
の
り

ま
す
.
秋
が
深
ま
る
と
ー
つ
い

〓
す
さ
ん
で
し
ま
い
､
〓
血
病

で
旅
･
り
[
た
経
を
川
心
い
出
す
ー

こ
い
州
か
y
J
r
か
け
て
､
r
J

㌧
に
日
収
を
巾
わ
ろ
二
･
)
で
､
･
L
,
 
-
=

歌
が
心
に
し
み
入
る
よ
う
に
な

｢
た
〔
　
川
し
よ
う
に
､
=
i
=
い
と

y
J
嫌
い
と
川
心
い
こ
ん
で
い
た
山

菜
ー
き
の
こ
~
･
;
;
物
な
H
J
に

化
什
い
味
わ
い
を
椛
心
し
ろ
よ
う
に

:

･

　

　

　

I

I

:

と
す
る
し
｣
､
し
｣
か
/
､
マ
イ
i
1

7
､
イ
ス
ー
シ
に
つ
な
が
り
が
ち

な
臓
を
と
る
こ
と
も
､
物
小
を

セ
け
入
れ
る
山
容
縦
冊
が
仏
か

｢
て
い
く
こ
と
と
す
る
と
ー
ま

ん
y
J
.
;
悪
い
こ
と
は
か
り
で
は

な
い
､
し
｣
川
心
え
て
く
る
n

｢
辛
い
｣
　
し
｣
い
う
了
に
順
`

本
加
え
れ
ば
t
 
J
j
･
せ
｣
　
に
な

る
｡
マ
イ
ナ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が

･
1
7
す
か
は
プ
ラ
ス
に
な
る
｡

と
､
/
ナ
は
‖
山
人
S
チ
ャ
､
ノ
T
<
と

･
J
=
わ
か
て
い
る
L

と
ん
な
小
_
･
↓
も
悪
東
川
も
1

-
L
I
上
り
と
心
の
ベ
イ
ソ
ナ
を
切

目
か
え
る
た
け
で
､
良
い
〃
向

へ
転
が
っ
て
い
く
C
　
｢
人
1
L
T

F
ハ
火
持
ち
次
箭
｣
.
･
a
J
,
さ
厳
し

い
北
の
爪
に
も
､
や
が
て
小
は

･
>
J
L
来
る
り



●体力テストからみた効果(3カ月後)
■

ト

‡霊宝警竿がとれるo飯盛9
ストレスの解′削こなる｡

生′舌にリスムができるD

卜L,　二/ク荊

●

(体カテストの内容)

芸復芸と芸l …琵芸芸;…芸三芳芸芸?=E歪完去テスト
振　　力Il手を握る時の執カテスト

体　前　屈　体を前に曲げた時の柔総皮テスト

踏台昇降　続けて全身運動した時のスタミナテスト

(]透析ハンドフノク』医学書院よL))

捕

学
　
留
　
コ
　
ー
　
ナ
　
ー

6

運

動

の

効

果

.

.
3
動
の
:
刈
火
は
､
`
人
　
人
S

状
態
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
､
は

し

め

て

か

ら

　

～

　

カ

月

す

る

と
､
つ
き
の
よ
う
な
変
化
か
徐
々

に
あ
J
L
r
わ
才
.
他
常
な
人
に
;
J
い

休
り
が
H
,
㌧
わ
る
よ
う
に
な
｣
て

y
J
ま
d
C

/
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T
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･
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療

1
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･
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臓
や
血
T
,
;
3
働
き
､
=
=
や

紙
肉
S
状
態
を
改
頼
し
て
､
よ
り

健
常
古
に
出
い
‖
会
1
L
i
;
を
送
る

こ
と
､
ま
た
心
臓
発
作
や
動
脈
硬

化
の
危
験
囚
了
を
減
.
;
し
､
よ
り

･

　

●

こ
と
に
㍑
･
り
㍉
ま
す
　
休
力
S
抑

;
.
増
進
は
､
伯
仲
的
な
‖
ヘ
ム
似

帰
に
つ
な
が
り
､
t
L
･
=
の
■
=
T
の
向

卜
に
つ
な
が
り
ま
す
目
　
性
n
H
j
の
指

溝
の
も
と
に
休
り
に
人
目
わ
せ
た
雌

動
を
.
〓
い
土
L
L
L
,
リ
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/一､　　●糖尿病の人しか

かからない病気

〓
糖
尿
病
と
腎
不
全

糖
尿
柄
の
合
併
症
の
ひ
と
つ
に

糖
尿
病
件
腎
症
が
あ
り
ま
す
｡
腎

臓
の
は
た
ら
き
の
低
下
速
度
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
､
多
く
の

場
命
.
た
ん
ば
く
尿
に
始
ま
り
､

腎
機
能
の
障
害
　
(
腎
不
全
)
　
に
守

り
ま
す
o
　
こ
の
腎
機
能
の
障
芹
に

は
'
糖
尿
病
に
合
併
す
る
高
血

圧
､
尿
路
感
染
症
ー
脱
水
な
ど
が

起
因
し
て
い
ま
す
U

糖

　

尿

　

病

　

と

　

は

糖
尿
病
は
血
液
の
中
の
糖
分

(
血
糖
)
　
が
正
常
よ
り
高
く
な
っ

て
し
ま
い
､
尿
の
中
に
も
糖
分
が

出
現
し
て
く
る
純
気
で
す
o
　
血
糖

は
食
事
を
と
る
と
上
が
り
'
膳
臓

か
ら
山
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ

ル
モ
ン
に
よ
っ
て
糖
が
洲
胞
に
供

給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
下
が
り
ま

す
o
　
こ
の
イ
ン
ス
り
ン
が
不
足

む
く
み
が
生
じ
､
腎
機
能
の
低
卜

も
徐
々
に
進
行
し
て
つ
い
に
は
腎

不
全
に
至
り
ま
す
｡

し
､
血
液
中
に
糖
が
だ
ぶ
つ
く
状

態
　
(
高
血
糖
)
　
を
き
た
し
た
病
気

を
糖
尿
蛸
と
い
い
ま
す
D

糖
尿
病
の
症
状

糖
尿
純
の
症
状
に
は
､
頻
尿
(
多

尿
)
､
の
ど
が
粘
く
'
空
腹
感
ー

肥
満
､
太
っ
て
い
た
人
が
や
せ

る
､
か
ら
だ
が
だ
る
い
､
神
経
痛
､

し
び
れ
感
な
ど
が
あ
り
ま
す
o

糖
尿
病
の
合
併
症

糖
尿
病
の
合
併
症
に
は
､
糖
尿

病
の
人
し
か
か
か
ら
な
い
病
気

と
､
糖
尿
病
の
人
に
･
向
率
に
起
こ

り
や
す
い
病
気
が
あ
り
ま
す
｡
前

者
に
は
､
糖
尿
蛸
性
網
膜
症
､
糖

尿
病
性
腎
症
'
糖
尿
病
性
神
経
症

な
ど
が
あ
り
､
後
者
に
は
高
血
圧

症
､
心
臓
病
な
ど
の
､
い
わ
ゆ
る

成
人
病
が
あ
り
ま
す
o

糖
尿
病
性
腎
症
と
は

糖
尿
病
性
腎
柿
は
糖
尿
病
歴
の

長
い
人
に
み
ら
れ
る
腎
臓
の
病
気

で
す
C
　
糖
尿
病
に
な
っ
て
一
〇
年

以
上
の
人
に
起
こ
り
や
す
く
.
初

期
の
症
状
と
し
て
'
尿
に
た
ん
ば

く
が
肘
る
の
が
特
徴
で
す
｡
た
ん

ば
く
の
排
雅
量
が
多
く
な
る
と
､

キ
ッ
セ
イ
薬
品
工
業
㈱

〟
透
析
の
は
な
し
″
参
照



エネルギー　233£cal

水　分　79.3cc

たんば〈賀17.7g

カル:)ウム　　60mg

リ　ン　128mg

カリウム　112mg

塩　分　1.0g

小小小適
1ノイ1墨

◆栄養成分

工lJLTJ'-　　22kcal

水　分　303cc

たんば〈質　0.5g
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見
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宛
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⑤
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五

-

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

醐
開
削
蛸
佐
藤
妙
子
先
生

今
回
は
､
こ
の
秋
と
く
に
大
漁
で
お
値
段
も
手
頃
な

秋
刀
魚
(
D
H
A
･
E
P
H
を
多
く
含
む
)
　
と
､
若
さ

を
保
ち
骨
粗
髭
症
を
予
防
す
る
働
き
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
大
豆
製
品
　
(
大
豆
の
イ
ソ
プ
ラ
ボ
ン
は
一
日
三

〇
m
g
-
四
〇
m
g
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
)
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?

秋
刀
魚
の
生
阜
養
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材
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(
四
人
分
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◆
調
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料

さ
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作
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方
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内
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を
出
し

て
よ
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水
洗
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し
て
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蓑
は
せ
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切
り
に
す

る
h
　
鍋
に
調
味
料
を

入
れ
て
よ
く
合
わ

せ
､
魚
を
入
れ
'
生

妻
を
加
え
て
､
だ
L

H
　
(
水
で
も
良
い
)

を
魚
が
か
ぶ
る
位
の
量
に
し
て
中
火
で
汁
が
少
な
く

な
る
ま
で
煮
含
め
る
　
(
約
一
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間
位
)
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粉
飴
　
甘
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オ
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え
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｢
.
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ん
か
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又
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り
方
　
か
ぶ
は
皮
を
む
き
､
一
～
一
ミ
リ
位
の
厚

さ
に
ス
ラ
イ
ス
し
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
'
分
竜
の

塩
か
ら
少
々
加
え
て
､
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
り
　
残
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◆
作
り
方
　
A
の
豆
腐
は
ザ
ル
で
二
〇
分
程
水
切
り
し

く
な
じ
ま
せ
て
五
～

六
時
間
､
冷
蔵
庫
で

冷
や
し
て
お
き
麦

て
調
味
料
を
加
え
て
.
了
ド
カ
ツ
タ
.
か
ミ
キ
サ
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警
≡
硬
骨
会
話
席
署
名
募
金
活
動
に
持
越
斡
叢
品
W
･
･

金

岩

考

三

雲

◎

豊

』

曹

-

仝
腎
協
が
結
成
以
来
続
け
て
き

た
　
｢
腎
疾
患
総
合
対
策
の
確
立
｣

を
目
指
す
国
会
請
願
署
名
募
金
活

動
は
､
今
年
度
で
三
三
3
]
を
迎
え

ま
し
た
｡

一
昨
年
､
仝
腎
協
が
目
標
と
し

て
い
ま
し
た
t
 
l
 
l
 
C
万
名
を
突

破
し
ま
し
た
が
､
昨
年
は
四
月
の

診
療
報
酬
の
引
き
卜
げ
等
､
い
ろ

い
ろ
と
問
題
の
あ
っ
た
年
に
も
拘

わ
ら
ず
､
　
0
0
万
名
を
か
ろ
う

じ
て
越
え
た
も
の
の
一
昨
年
を
卜

凶
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
こ
の
結

果
を
惇
斗
労
働
省
は
ど
の
よ
う
に

判
断
す
る
で
し
ょ
う
か
｡
〝
な
ん

だ
､
患
者
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
に
受

け
止
め
て
い
な
い
ん
だ
″
と
判
断

す
る
で
し
ょ
う
｡
紹
介
議
員
に
な

ら
れ
た
先
生
方
も
､
腰
砕
け
に
な

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
｡

〟
継
続
は
力
″
で
す
が
､
継
続

に
も
前
進
が
必
要
で
す
｡
最
低
･
]

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
｡
払

た
ち
の
〟
命
の
綱
″
な
の
で
す
か

分
の
著
名
用
紙
だ
け
は
l
杯
に
な
　
　
ら
o

●
今
年
か
ら
印
欄
か
な
く
な
り
ま
し
た
o
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
o

●
氏
名
･
住
所
は
黒
又
は
毒
イ
ン
ク
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
か
万
年
筆
で
書
い
て

く
だ
さ
い
｡

●
署
名
は
本
人
に
自
筆
で
正
確
に
書
い
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
C

●
｢
〝
〝
｣
や
｢
同
右
｣
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
ね
か
い
ま
す
o

一
一
月
`
口
か
ら
高
速
道
路

割
引
証
が
廃
止
に
な
り
ま
す
｡

こ
れ
に
よ
り
同
日
か
ら
E
T
C

に
よ
る
通
行
､
ま
た
は
料
金
支

払
い
時
に
割
引
措
置
の
名
効
期

限
が
示
さ
れ
て
い
る
手
帳
を
呈

不
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
こ

れ
ま
で
の
割
引
証
に
つ
い
て

は
､
二
　
月
l
日
よ
り
六
カ
月

間
に
限
り
有
効
と
な
り
ま
す
の

で
､
こ
の
間
に
E
T
C
も
し
く

は
手
帳
へ
の
割
引
措
置
の
有
効

期
間
　
(
一
■
年
間
ー
更
新
可
)
　
を

記
載
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
｡以

上
割
引
方
法
に
つ
い
て

は
'
国
土
交
通
省
へ
の
許
認
可

の
丁
続
き
を
経
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
､
新
制

度
の
詳
鮒
に
つ
い
て
は
､
施
行

後
改
め
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
｡



く事務局活動経過報告)

月19日　事務局打合せ(事務Fr5名)

24日　機関紙Ilどうじん"94号発送

28∩　第1回幹事会打合せ

30周年記念事業打合せ(11名)

7月10日　…ぜんじんきょう"No198発送
"生きる仲間''Nりfi5発送

13日　第1回幹事会

(北区民センター34名)

17E]全腎協"診療報酬改定にともな

う第2回実態調査日　発送

22日　=生きる仲間…臨時7号発送

24日　3()周叫記念事業実行委員会

(事務所7名)

事務局打合せ(事務所6名)

26日　炊事遠足実行委員会

(事務所目名)

†fll'1所訪問(会1ミ･事務局長)
=要介護透析患者通院介護サー

ビス利川実態調査''発送

腎キャンペーン実行委員会

(事務所10名)

腎キャンペーン支援依頬

(事務IJJ長･滞内運営委員)

事摘局打合せ(事務所6名)

炊事遠足実行委員会
(事務所9名)

26n　第2回編集委員会(事務所5名)

(滝野すずらん斤陵公園158名)

9日　腎キャンぺ-ン案内･ポスター

発送

炊弔遠足実行委員反省会(10名)

11[] "ぜんじんきょう"N0199発送

16日　=どうじん●'NH95発送

腎キャンペーン

報迫関係への報道依頼
25日　事績局打合せ(事務所6名)

2Hrl　腎キャンペーン(大通り59令)

30rl　腎キャンペーン参加者礼状発送

幹事会案内発送

20

■事務局だより■

◎今腎協の第33次国会請願薯名募金運動と

J PCの同会請噺署名運動にご協力卜さ

い｡全腎協薯名は全国で110Fj名､札幌で

は2万名を目標にして頑張りましょう｡

◎難病連への協JJ事業であるビアガーデン

利用券の販売にご協力いただきありがと

うございました｡

◎おlL月飾りの販売が始まりますo

fL幌腎友会の事業収入となりますので朽

様のこ協力をよろしくお願い致しますo

◎恒例の親睦ボウリング入会を､来L+2月

に予定しておりますo　詳細はボスタ-等

でお知らせ致します｡人勢の参ノ｣口をお待

ちしておりますo

◎ご寄付を頂戴しましたo　会活動に役立た

せていただきますo　ありがとうございま

し　た.

･ていね泌探器科様(炊事遠足協賛金)

20, 000円

･星野泌尿器科様(炊事遠足協賛金)

10,000円

･仲rrr千鶴7様(札幌北クりニック)より

封筒187枚
･中野　幸雄先′ヒ(中野医院)より

11,R34円

◎青い鳥/＼ガキをいただきましたo　大t-))に

使わせていただきます｡協力ありがとう

ございました｡ (敬称暇)
･稲積公園駅前クリニック(横堀信雄､

松永瞳､坂本TJjメ子､沢田英T)
･いのけ医院(竹内良)

･札幌北クリニック(仲山千鶴7-)

･札幌北檎病院(新井静子､畠山正子,

中川律了､中Ilr蓉子)
･日衛隊札幌病院(萱木方二)

･仁愛会外科クリニック(中崎美津子､

成田道子､榊山郁子､岡出和子､巾JIl

留之介､岩部活千､人浦)
･ ｢輸会病院(望月悦子)
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